
財 務 レ ポ ー ト 2 0 1 6  

財 務 デ ー タ で 見 る 北 海 道 大 学



総長あいさつ � �����������������  １

平成27年度決算はどうだった？ ����������  ２

北大にはどんな収入・支出がある？ � �������  ３

北大の収入はどう推移している？ � ��������  ４

さらなる社会貢献のために ～フロンティア基金～ ��  ６

北大は何にお金を使っている？ � ���������  ７

どんな事業を行った？ � �������������  ９

財務諸表の説明 � ����������������  11

財務指標 � �������������������  14

第二期中期目標期間（H22～ H27）の総括 ������  16

目 次



北海道大学の起源は、1876年、日本で最初に学士の学

位を授与する近代的大学として設立された札幌農学校に

遡り、その後、帝国大学、新制国立大学の時代を経て、

現在の国立大学法人北海道大学 に至ります。

この140年にわたる長い歴史の中、本学は、「フロン

ティア精神」、「国際性の涵養」、「全人教育」及び「実学

の重視」という4つの基本理念を建学の精神として培い、

教育研究の場で実践してきました。

2014年、本学は文部科学省の「スーパーグローバル大

学創成支援」タイプAに、13校の1校として採択されまし

た。本事業は、世界レベルの教育研究を行うトップ大学

で、徹底した国際化と大学改革を断行する大学を重点支

援することを目的としています。

本事業において、本学は「世界に開かれ、世界と協働

する大学」を目指し、徹底的に変革し、時代の課題を引

き受け、新しい道を切り拓く人材を育成する構想を掲げ

ており、これは、「世界の課題解決に貢献する北海道大学

へ」を目標とする「北海道大学近未来戦略150」の根幹を

なす取り組みでもあります。

2015年には、学部生向けの「新渡戸カレッジ」を発展

させた大学院生向けの「新渡戸スクール」を開校、高度

な専門性のみならず、専門性を活かすプラスαの力を伸

ばす教育を実施し、また、異分野連携及び海外のトップ

大学との連携による、新たな国際大学院を2017年に開設

するべく準備を推し進める等、一つ一つの計画を着実に

積み重ね、構想の実現を目指しているところです。

このような改革に不断に取り組むにあたっては、財務

の健全性を確保すると同時に、その透明性を高め、皆様

への説明責任を果たすことが重要です。本学では、毎年、

財務諸表を公表するとともに、本学の財務状況及び運営

状況についてよりわかりやすく、ご理解いただくため、

本報告書を作成しております。

本報告書が本学の財務状況への理解を深める一助とな

れば幸いです。

北海道大学 総長

山口 佳三

総長あいさつ
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利益の処分に関する書類

貸借対照表（B/S）：期末（3月31日）時点で北大が有する資産等の状況を表します。

損益計算書（P/L）：1事業年度（4月1日から翌3月31日）における運営状況を表します。

国立大学法人は、毎年度財務諸表を作成して、財務状況や運営状況を明らかにし、文部科学大臣の承認を受けることと
なっています。主な財務諸表の概要は以下のとおりでした。

平成27年度決算はどうだった？

クラーク君

平成27年度の当期総利益は22億円となります。しかし…

現金の裏付けのある利益は発生しませんでした。
※詳細は11ページ以降をご覧ください。

平成27年度は減価償却の進行により固定資産が減少、未払金の支払い等により流動資産が減少したことから、資産が133
億円減少しました。

流動資産
297億円

流動資産
230億円

純資産
2,101億円

純資産
2,103億円

固定資産
2,795億円

固定資産
2,728億円

負債
991億円

負債
854億円

借入金
資産見返負債等

土地・建物
機械等

現預金
有価証券等

資本金
資本剰余金
利益剰余金

前年度 平成27年度

当期総利益
22億円

臨時利益等
9億円

経常収益
995億円

臨時損失
17億円

経常費用
964億円

儲かってるわけではありません

国立大学法人会計固有の処理によって
発生する現金の裏付けがない利益

文部科学大臣の承認の上、翌期の事業の
財源にできる利益

当期総利益
22億円

積立金 22億円

目的積立金 0円
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収入

支出

1,010億円　国からの財政投入と自己収入等が半々

989億円　約半分を人件費が占める

北大にいくらお金が入ってきて、それを何に使ったか、国と同様の基準で作成される決算報告書（現金主義）を元に表し
ています。国立大学法人特有の会計処理を行った結果である、損益計算書（発生主義）とは一致しません。
国からの財政投入と自己収入等、およそ半々で運営資金を賄っており、支出の約半分が人件費であることが特徴です。

国からの財政投入 自己収入等

運営費交付金 施設費補助金等 授業料等 病院収入 外部資金 その他

407億円
40%

72億円
7%

94億円
9%

277億円
27%

128億円
13%

31億円
3%

業務運営の財源として国
から交付される資金

建物設備の整備や特定
の事業に対して国から
交付される資金

授業料
入学料
検定料

大学病院にお
ける診療に伴
う収入

民間等との受
託研究、共同
研究等

雑収入、引
当金の取崩
など

人件費 診療経費 教育研究経費 外部資金 補助金等 一般
管理費

借入金
返済

449億円
46%

158億円
16%

127億円
13%

118億円
12%

72億円
7%

42億円
4%

21億円
2%

北大の活動を支える、
教 員5,128名・ 職 員
4,595名（ 非 常 勤 含
む）の給与や退職金に
かかる経費

病院における診
療にかかる経費

大学の主たる業
務である教育研
究を行うための
経費

外部資金の
執行

補助金等の
執行

管理的な経
費

大学病院に
かかる借入
金の返済

北大にはどんな収入・支出がある？

HOKKAIDO Univ. Financial Report 2016 3



ポイント１ 

ポイント２

国から交付される運営費交付金は、毎年削減される仕組みになっており、法人化当初の平成16年と比較すると67億円近
く削減されています。
経営の効率化を図り、外部資金等、自己収入の増等で対応することが求められています。

※�各年度に交付された金額であり、前年度の繰越額等を含む決算報告書の運営費交付金収入（P3）や業務の進行度等に応じ計上される損益計算書
上の運営費交付金収益（P12）とは一致しません。

学業優秀でありながら、経済的に恵まれた環境にない学生に対しては、入学料及び授業料の全額または一部について、免
除する制度があります。
国からの支援もあり、平成27年度も引き続き、授業料の免除枠を拡大しています。

運営費交付金は毎年削減されています

学生納付金は免除制度の拡充により減少傾向です

北大の収入はどう推移している？

H16 H22 H23 H24 H25

（単位：億円）
運営費交付金交付額の推移

H26 H27

一般運営費
交付金
384 327 325 303 299 315 310

特別経費等
65

55 56
68 64 55 71

449

383 382 372 363 370
382

0

250

300

350

400

450

500

67億円の減

H22 H23 H24 H25 H26

（単位：億円）
学生納付金収入の推移

H27

101
99

97
95 95 94

免除枠拡大等
による減

0

92

94

96

98

100

102
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ポイント４　

ポイント３　

国立大学病院は、医療人材を養成し、高度医療の提供や、新規治療法の研究開発を通じ、安心安全な国民生活を実現する
使命を負っており、利益のみを追求するものではありません。
北大病院は、これらの使命を着実に果たしつつ、経営の効率化に努めており、附属病院収入は増加傾向にあります。

国立大学法人の事業拡大のためには、民間等から外部資金を受入れることが重要となります。北大においても、研究者が
企業等に事業化、製品化の可能性がある技術及びノウハウを紹介する説明会を開催する等、外部資金の獲得拡大に取り組ん
でいます。
※�各年度に受入した金額であり、前年度の繰越額等を含む決算報告書の外部資金収入（P3）とは一致しません。

外部資金の獲得拡大に取り組んでいます

大学病院の経営努力により病院収入は増加しています

H16 H22 H23 H24 H25

（単位：億円）
附属病院収入の推移

H26 H27

195
240 252 259 262 265 277

82億円の増

0

150

200

250

300

43億円の増

H16 H22

■寄附金　　■受託研究　　■共同研究　　■受託事業　　■間接経費

H23 H24 H25

（単位：億円）
外部資金受入額の推移

H26 H27
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北大フロンティア基金は様々な分野を支援しております。

運営費交付金が削減される等、国立大学法人を取り巻く状況が厳しさを増す中、北大が自主・自立的な大学運営を行い、
社会へより貢献していくため、皆様のご支援を必要としております。
そのため、北大はフロンティア基金を創設し、目標を50億円に設定、平成18年10月から寄附の募集を開始し、平成28年

3月で累計約30億円のご寄附を賜りました。

さらなる社会貢献のために ～フロンティア基金～

受入状況 （単位：百万円）

繰越額 当期受入 当期支出 期末残高

1,974 113 249 1,838

フロンティア基金の活動紹介（一例）
◦学生、留学生への支援
　�公認団体支援、ニトリ海外留学奨学金、新渡戸カレッジ（海外留学）奨学金、 
小島三司奨学金の創設、就職活動支援（セミナー、面接体験会の開催）

◦学部等の支援
　�薬学部屋外スペース整備、動物医療センター支援事業、北大病院院内学級の整備、 
工学部鈴木章記念事業など

◦留学生の支援
　�生活困窮留学生に対する貸し付け事業、病気の留学生に対する支援金の支給

謝意
北海道大学の教育研究にご貢献いただいた方へ、感謝の気持ちを込めて、広報誌の送付やイベントのご案内、北海道大学

植物園へのご優待などの特典をご用意しております。

支援分野
（1）学生の支援… …………………………�公認学生団体への助成、奨学金の充実、新渡戸カレッジ・スクール支援、就職活動

支援

（2）研究への支援… ………………………若手研究者支援の充実

（3）社会貢献活動への支援… ……………市民公開講座等の充実

（4）卒業生・産業界等との連携支援… …産学連携の強化

（5）学部等の支援… ………………………学部特定プロジェクト推進

（6）施設・環境の整備支援… ……………キャンパス緑化など

セミナー受講の様子

税法上の優遇措置等について
北海道大学への寄附金は、所得税法上の寄附金控除の対象となる特定

寄付金として財務大臣から指定されていることから、「所得控除」の対
象（修学支援事業へのご寄附に限り「税額控除」適用の対象）となり、
一部の地方自治体においては、個人住民税の軽減措置の対象となりま
す。また、法人の場合、法人税について、寄附金の全額を損金に算入す
ることができます。くわしくは右記にお問い合わせください。

お問い合わせ先
北大フロンティア基金事務室
〒060-0808　札幌市北区北8西5
TEL　011-706-2017
FAX　011-706-2092
kikin@jimu.hokudai.ac.jp
http://www.hokudai.ac.jp/fund/
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支出の内訳（決算報告書より）

教育・研究経費の内訳

北大は何にお金を使っている？

費目 説明 金額

設備・備品費 教育研究設備の購入など 29.8億円

業務委託費 清掃や警備などの業務の業者への外部委託など 18.3億円

消耗品費 すぐに費消してしまう試薬や耐用年数が１年未満の物品の購入など 14.2億円

水道光熱費 水道や電気ガス代など 14.0億円

旅費交通費 教員の学会出席やフィールドワークのための交通費など 13.0億円

図書費 教育研究に欠かせない資料である書籍の購入など 10.6億円

保守・修繕費 教育研究設備の保守や故障した場合の修理費など 9.8億円

その他 教育研究設備のリース料や授業料免除にかかる費用など 17.0億円

合　計 126.7億円

大学が教育・研究を行うに
あたり、具体的には以下の
ような用途に使っています。

人件費
449億円（46%）

教育研究経費
127億円（13%）

診療経費
158億円（16%）

外部資金
118億円（12%）

補助金等
72億円（7%）

一般管理費
42億円（4%）

借入金返済
21億円（2%）

支出
989億円
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資産の購入

経費削減の取り組み　クラウド型電子購買システムの共同利用を開始！

大学の教育研究環境を維持するため、建物や設備への投資を行いました。

北大、室工大、帯畜大、旭医大は物品購
入に伴う一連の事務処理を支援するクラウ
ド型電子購買システムの共同利用を開始し
ました。
これにより、物品購入業務の効率化と内

部統制の強化が図られ、価格交渉により、
経費の節減にもつながりました。

アイソトープ総合センター改修
16億円

一分子リアルタイムDNA
シーケンサーシステム　1億円

理学部改修
5億円

食資源成分分析装置　一式
1億円

北大は何にお金を使っている？
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教育関係

研究関係

新たな教育共同利用拠点「食糧基地　北海道の水圏環境を学ぶ体験型教育共同拠点」の認定

北極域研究センターの創設

水産学部附属練習船「おしょろ丸」　シップ・オブ・ザ・イヤー 2014　漁船・作業船部門賞を受賞

フード＆メディカルイノベーション（FMI）国際拠点の始動

各国立大学の人的、物的資産の共同利用を促進し、質の高い教育を提供する
ことを目的とし、文部科学省が推進する教育関係共同利用拠点制度について、
平成27年7月、本学北方生物圏フィールド科学センターの「食糧基地　北海道
の水圏環境を学ぶ体験型教育共同拠点」が新たな拠点として認定されました。
本拠点は、臼尻水産実験所、忍路臨海実験所、七飯淡水実験所を一つの教育拠

点とし、食糧基地である北海道の暖流系の海、寒流系の海及び河川、これら3つ
のフィールドにおける、地の利を活かした特色ある教育プログラムを提供し、水
産科学分野における、世界的な課題解決に貢献する人材の育成を目的とします。
なお、本学における教育関係共同利用拠点は、本拠点を入れて全部で5拠点と

なっており、全国立大学で最多となっています。

当センターは、北大の北極域研究に携わる研究者を、基礎自然科学から応用
科学、人文社会科学まであらゆる分野から集約し、北極域の持続可能な活用と
保存を目的として研究活動を行っています。
平成28年度からは、国立極地研究所及び海洋研究開発機構との連携により、

文部科学大臣認定の北極域研究中心的拠点として、更なる期待が寄せられてい
ます。

極域まで航行可能な耐氷構造、静粛性を考慮した電気推進システムと防振防
音設計の高性能な調査船であることが評価され、受賞に至りました。
これらの性能によって、精密な音響データ取得や静かで揺れないキャンパス

の実現が可能となりました。
※�「シップ・オブ・ザ・イヤー」は日本船舶海洋工学会が主催する、技術的、芸術的に優れた

船舶及び海洋構造物の建造促進を目的とした表彰制度です。

平成26年度末に完成したFMI国際拠点において、産学連携で取り組むセン
ター・オブ・イノベーション（COI）プログラム『食と健康の達人』拠点（※）
が本格的に始動しました。
※�平成26年度の実績が認められ、平成27年度から正式にCOIへの昇格が認められました。

どんな事業を行った？

忍路臨海実験所での実習風景
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どんな事業を行った？
病院関係

環境保全

平成28年4月、「がん遺伝子診断部」を設置　～国立大学として初、がん遺伝子診断の専門部署～

第1回サステイナブルキャンパス賞（大学運営部門）受賞

｢てんかんセンター｣ 設立

「がん遺伝子診断部」は、国立大学法人としては初とな
るがん遺伝子診断の専門部署です。
網羅的ながん遺伝子検査（クラーク検査※やオンコプラ

イム検査）を実施し、がん患者さんお一人お一人に最も適
した治療薬の情報を提供します。
検査開始にあたって、平成27年度から院内各部署との

連携確認やがん遺伝子検査に必要な規定の整備など様々な
準備を進めてきました。
※クラーク検査･･･�北海道大学病院内で迅速で、高精度な遺伝子解析

を行う、北大独自の検査

本学は平成27年度、CAS Net-JAPAN（サステイナブル
キャンパス推進協議会）が主催する表彰制度において、サス
テイナブルキャンパス賞（大学運営部門）を受賞しました。
この制度はサステイナブルキャンパス構築に係る優れた

取組事例を表彰するもので、本学のサステイナブルキャ
ンパス評価システム（ASSC, Assessment System for 
Sustainable Campus）を活用したPDCAサイクルの確立
と学内コミュニケーションの活性化、特にASSCが海外の
高等教育機関からも注目を受けている点が評価され、受賞
に至りました。

平成27年8月、「てんかんセンター」が設立されました。
「てんかんセンター」は、てんかん性疾患を全年齢にわ

たり、系統的に診療・治療できる道内唯一の施設となって
います。
また、北海道が推進している遠隔医療に対応するインフ

ラ整備が完了しており、今後、地域医療へのさらなる貢献
が期待されています。

てんかんセンターの業務

H28.3.2東京オフィスでの記者会見
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財務諸表の説明
貸借対照表

主な増減等

貸借対照表は、年度末（3月31日）における本学の財政状態を明らかにすることを目的とし、本学が有する資産、負債及
び純資産の状況を表します。

資産の部
平成26年度 平成27年度 増減

Ⅰ 固定資産 279,551 272,862 △ 6,689
１ 有形固定資産 275,485 269,508 △ 5,977

土地 128,142 128,142 0
建物 88,973 88,900 △ 72
構築物 2,586 2,478 △ 108
工具器具備品 24,437 20,700 △ 3,736
図書 22,495 22,571 75
美術品・収蔵品 323 327 3
船舶 6,304 5,749 △ 554
その他 2,221 637 △ 1,584

２ 無形固定資産 694 725 31
ソフトウェア 271 308 37
その他 423 417 △ 5

３ 投資その他の資産 3,371 2,627 △ 743
投資有価証券 2,929 2,227 △ 701
その他 442 399 △ 43

Ⅱ 流動資産 29,705 23,007 △ 6,697
現金及び預金 8,614 5,576 △ 3,037
未収学生納付金収入 155 135 △ 19
未収附属病院収入 4,842 5,319 477
未収入金 1,384 1,267 △ 117
有価証券 14,007 10,004 △ 4,002
たな卸資産 43 30 △ 13
医薬品及び診療材料 495 489 △ 6
その他 162 184 22
　 　 　 　
　 　 　 　

資産合計 309,256 295,870 △ 13,386

負債の部　
平成26年度 平成27年度 増減

Ⅰ 固定負債 68,230 62,095 △ 6,135
資産見返負債 56,116 53,921 △ 2,194
長期寄附金債務 0 0 0
債務負担金 5,877 4,230 △ 1,646
引当金 597 325 △ 271
長期未払金 4,324 2,650 △ 1,673
資産除去債務 1,314 966 △ 347

Ⅱ 流動負債 30,875 23,377 △ 7,498
運営費交付金債務 2,475 0 △ 2,475
寄附金債務 7,262 7,003 △ 259
前受受託研究費等 1,053 1,395 342
１年以内返済債務負担金 1,846 1,646 △ 199
１年以内返済長期借入金 0 0 0
未払金 15,655 10,485 △ 5,170
その他 2,581 2,844 263

負債合計 99,105 85,472 △ 13,633

純資産の部
平成26年度 平成27年度 増減

Ⅰ 資本金 154,570 154,570 0
Ⅱ 資本剰余金 27,000 25,810 △ 1,189
Ⅲ 利益剰余金 28,581 30,017 1,436

前中期目標期間繰越積立金 20,097 20,084 △ 12
目的積立金 834 0 △ 834
積立金 7,018 7,649 630
当期未処分利益 630 2,283 1,653

純資産合計 210,151 210,397 246
負債・純資産合計 309,256 295,870 △ 13,386

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

（単位：百万円）

【資産】　295,870百万円（△13,386百万円）
◦工具器具備品：△3,736百万円　

　　※減価償却累計額の増

◦現金及び預金：△3,037百万円
　　※現金及び預金による支払の増

◦有価証券：△4,002百万円　
　　※譲渡性預金及び金銭信託の減

【負債】　85,472百万円（△13,633百万円）
◦資産見返負債：△2,194百万円

　　※資産見返補助金等の減

◦運営費交付金債務：△2,475百万円
　　※第二期中期目標期間最終年度のため債務0

◦未払金：△5,170百万円
　　※4月支払物件費等の減

会計メモ①　企業会計のBSとの違い

国立大学法人会計では、運営費交付金等を受領した際、直ちに収益とせず、教育研究の義務を負ったと考え、いった
ん運営費交付金債務（負債）とします。また、資産の購入にあてた運営費についても資産見返負債とします。これら
は、損益均衡のための仕組みであり、教育研究の実施や減価償却の進行に応じて、収益化していきます。
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損益計算書

損益計算書は、一会計期間（4月1日～ 3月31日）の運営状況を明らかにすることを目的とし、費用及び収益の状況を表
します。

財務諸表の説明

（単位：百万円）
費　用

平成26年度 平成27年度 増減
Ⅰ 経常費用 92,929 96,486 3,556

 業務費 88,566 93,006 4,440
教育経費 5,607 5,928 320
研究経費 12,110 12,170 59
診療経費 16,314 17,066 752
教育研究支援経費 1,722 2,078 356
受託研究費 5,722 7,291 1,569
受託事業費 569 748 178
人件費 46,518 47,723 1,204

 一般管理費 3,927 3,134 △ 792
 財務費用 435 344 △ 91
 雑損 0 0 0

Ⅱ 臨時損失 1,592 1,742 150
費用合計 94,521 98,228 3,706

 当期総利益 630 2,283 1,653

 計 95,152 100,512 5,360

収　益
平成26年度 平成27年度 増減

Ⅰ 経常収益 95,086 99,533 4,446
運営費交付金収益 36,731 38,201 1,470
学生納付金収益 9,025 9,563 538
附属病院収益 26,774 28,239 1,464
受託研究等収益 5,705 7,269 1,563
受託事業等収益 570 752 182
寄附金収益 2,163 2,104 △ 59
施設費収益 2,320 1,627 △ 693
補助金収益 3,538 3,359 △ 179
資産見返負債戻入 5,301 5,672 370
財務収益 33 27 △ 5
雑益 2,919 2,714 △ 205

Ⅱ 臨時利益 12 751 738
収益合計 95,099 100,284 5,185

 目的積立金等取崩額 53 228 174

 計 95,152 100,512 5,360

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

主な増減等

【経常費用】　96,486百万円（＋3,556百万円）
◦受託研究費：＋1,569百万円
　※受入額増加に伴う増

◦人件費：＋1,204百万円
　※年俸制の導入、人員の増等

◦一般管理費：△792百万円
　※重要文化財の改修費用の減

【経常収益】　99,533百万円（＋4,446百万円）
◦運営費交付金収益：＋1,470百万円
　※当期交付額の増、次期への繰越額の減

◦附属病院収益：＋1,464百万円
　※診療単価の上昇等に伴う増

◦受託研究等収益：＋1,563百万円
　※受入額増加に伴う増

会計メモ②　企業会計のPLとの違い

企業会計では、利益に直結する売上高（収益）を重視しているのに対し、国立大学法人会計では業務の遂行状況がわ
かる費用を重視しています。また説明責任を果たすという観点及び法人の特色ある発展に向けての検討に寄与するとい
う観点から、教育研究などの目的別に分類表示することが求められています。

当期総利益2,283百万円はどうなる？

平成27年度は、通常の事業年度とは異なり、第二期中期目標期間の最終年度であるため、全て積立金として処理されま
す。また、「積立金処分」の手続きが必要となります。積立金のうち、文部科学大臣の承認を得たものに限り、次期へ繰り
越すことが認められていますが、それ以外のものについては国へ返還する必要があります。

次期中期目標期間へ繰越が認められたものであり、次期
中期計画で定めた積立金の使途に従って使用します。

次期中期目標期間への繰越が認められなかったものにつ
いて、国へ返還します。

当期総利益 積立金

次期中期目標期間
繰越積立金

国庫納付金

積立金処分

12 HOKKAIDO Univ. Financial Report 2016



キャッシュ・フロー計算書

キャッシュ・フロー計算書は、一会計期間のお金の流れを表します。
（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

注）各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

説明 平成26年度 平成27年度 差額
Ⅰ 業務活動による
　 キャッシュ・フロー

通常の業務活動（投資･財務活動以外）の取引に
係る収入と支出の差額 7,612 6,227 △ 1,385

Ⅱ 投資活動による
　 キャッシュ・フロー

資産の取得及び売却等の取引に係る収入と支出
の差額 △ 3,101 △ 5,577 △ 2,475

Ⅲ 財務活動による
　 キャッシュ・フロー

資金の調達及び返済の取引に係る収入と支出の
差額 △ 3,915 △ 3,687 227

Ⅳ 資金増加額（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 当期中の現預金（拘束性のない手元現金･当座預
金･普通預金）増減額 595 △ 3,037 △ 3,633

Ⅴ 資金期首残高 前期末現預金残高 8,019 8,614 595
Ⅵ 資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ） 当期末現預金残高 8,614 5,576 △ 3,037

利益処分に関する書類

国立大学法人等業務実施コスト計算書

損益計算の結果、当期に発生した利益の処分について明らかにしたものです。

目的積立金 … 現金の裏付けのある利益、文部科学大臣の承認を経て次年度に繰越できる。
積　立　金 … 現金の裏付けのない形式的な利益

大学運営にかかる国民負担額を明らかにしたものです。損益計算書の費用から自己収入を控除し、損益計算書に計上され
ないコストや機会費用を加味して算出します。

平成26年度 平成27年度 増減
Ⅰ　当期未処分利益 630 2,283 1,653

当期総利益 630 2,283 1,653
Ⅱ　積立金振替額 0 　20,084 　20,084

前中期目標期間繰越積立金 　0 　20,084 　20,084
Ⅲ　利益処分額 630 22,368 21,737

目的積立金（教育研究向上及び組織運営改善積立金） 0 0 0
積立金 630 22,368 21,737

平成26年度 平成27年度 増減
Ⅰ 業務費用 46,565 46,467 △ 97

（1）損益計算書上の費用 94,521 98,228 3,706
（2）（控除）自己収入等 △ 47,956 △ 51,761 △ 3,804

Ⅱ 損益外減価償却相当額 4,406 4,552 146
Ⅲ 損益外減損損失相当額 4 30 26
Ⅳ 損益外利息費用相当額 11 △ 55 △ 67
Ⅴ 損益外除売却差額相当額 413 △ 17 △ 431
Ⅵ 引当外賞与増加見積額 △ 122 △ 55 67
Ⅶ 引当外退職給付増加見積額 △ 897 738 1,635
Ⅷ 機会費用 705 21 △ 684

・�国又は地方公共団体の無償又は減額さ
れた使用料による貸借取引の機会費用 18 21 3

・政府出資の機会費用 687 0 △ 687
Ⅸ （控除）国庫納付額 － － －
Ⅹ 国立大学法人等業務実施コスト 51,086 51,680 593

北大の1年間の運営にかかる国民一人
当たりのコスト

業務実施コスト 516億円

一人あたり 406円

（算出方法）
　業務実施コスト516億円÷人口1億2,704万人

　人口：�平成28年1月1日現在（総務省統計局データ
より）

人口1億2,704万人
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財務指標
財務指標を算出し、他大学等と比較することで、本学の置かれた位置を把握することができます。本学では、主な財務指

標について、本学及び同規模大学（東北大、東京大、名古屋大、京都大、大阪大、九州大）の平均と比較して、経営判断に
役立てています。

（単位：百万円）
財務指標 25年度 26年度 27年度内容 計算式 項目

グラフ

① 人件費比率※ （45.6％）
52.7％

（46.1％）
52.5％

（45.3％）
51.3％

業務費に占める人件費の割合を示す指標であり、比
率が低いほど効率性が高いとされています。 人件費÷業務費 人件費 44,984 46,518 47,723

 業務費 85,290 88,566 93,006

59.6
54.2 52.7

（%）（百万円）

平成16年度

■ 人件費
■ 業務費
　 7大学平均
　 人件費比率

平成24年度 平成25年度 平成26年度

52.5 51.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

平成27年度
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

② 一般管理費比率※ （3.1％）
3.7％

（3.1％）
4.4％

（2.9％）
3.4％

業務費に対する一般管理費の割合を示す指標であり、
比率が低いほど効率性が高いとされています。 一般管理費÷業務費 一般管理費 3,115 3,927 3,134

業務費 85,290 88,566 93,006

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

3.7

3.8

3.7

（%）

■ 一般管理費
■ 業務費
　 7 大学平均
　 一般管理費比率

平成16年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

4.4 3.4

平成27年度
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
（百万円）

③ 外部資金比率 （14.3％）
10.0％

（15.0％）
8.9％

（16.4％）
10.2％

経常収益に占める外部資金の割合を示す指標であり、
比率が高いほど外部資金の受入が拡大していること
になります。

（受託研究等収益＋受託事業
等収益＋寄附金収益）÷経常
収益

外部資金 9,051 8,440 10,127
受託研究等収益 5,578 5,705 7,269
受託事業等収益 1,366 570 752
寄附金収益 2,106 2,163 2,104

経常収益 90,584 95,086 99,533

8.8

7.5

10.0 10.2

（%）

■ 外部資金収益
■ 経常収益
　 7 大学平均
　 外部資金比率

平成16年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

8.9

平成27年度
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

（百万円）

 ・上段（　　）書きは各年度の７大学平均 
 ・※印を付している指標については、比率が小さいほど良いとされています。14 HOKKAIDO Univ. Financial Report 2016



（単位：百万円）
財務指標 25年度 26年度 27年度内容 計算式 項目

グラフ

④ 学生当教育経費（千円） （311千円）
308千円

（345千円）
322千円

（339千円）
341千円

学生一人当たりの教育経費を示す指標で
あり、この数値が高いほど学生一人当た
りにかけられた教育経費が大きいことを
示します。

教育経費÷学生数
教育経費 5,416 5,607 5,928

学生数（人） 17,564 17,420 17,367

150

200

250

300

350

400

260

162

308

■ 教育経費
　 7 大学平均
　 学生当教育経費

平成16年度

（千円）（百万円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度

322

平成27年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

341

⑤ 教員当研究経費（千円） （7,307千円）
5,402千円

（7,429千円）
5,683千円

（7,266千円）
5,811千円

教員一人当たりの研究経費を示す指標で
あり、この数値が高いほど教員一人当た
りが使用できる研究経費が大きいことを
示します。

研究経費÷常勤教員数
研究経費 11,230 12,110 12,170

教員数（人） 2,079 2,131 2,094

5,442

3,512

5,402
■ 研究経費
　 7 大学平均
　 教員当研究経費

平成16年度

（千円）（百万円）

平成24年度 平成25年度 平成26年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

5,683

平成27年度
0

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

5,811

⑥ 診療経費比率※ （64.5％）
58.9％

（64.8％）
60.9％

（64.2％）
60.4％

人件費を除く診療活動に要する経費が病
院収益に対する割合を示す指標であり、
この比率が低いほど大学病院の収益力が
高いことになります。

診療経費÷附属病院収益
診療経費 15,293 16,314 17,066

附属病院収益 25,970 26,774 28,239

65.7

56.3
58.9

（%）

■ 診療経費
■ 附属病院収益
　 7 大学平均
　 診療経費比率

平成16年度 平成24年度 平成26年度平成25年度
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

60.9

平成27年度

60.4

（百万円）

 ・上段（　　）書きは各年度の７大学平均 
 ・※印を付している指標については、比率が小さいほど良いとされています。 HOKKAIDO Univ. Financial Report 2016 15



国立大学法人の運営は、中期目標期間（6年間）を一区切りとして行われ、平成27年度は第二期中期目標期間の最終年度
でした。当該中期目標期間の財務諸表の推移は以下のとおりです。

第二期中期目標期間（H22 ～ H27）の総括

貸借対照表（資産）

■土地　■建物　■設備　■図書　■その他

（億円）

H22 H23 H24 H25 H26 H27
0

1,000

2,000

3,000

4,000

1,281 1,281

459 498 420 3252,808 2,847 2,924 3,083 3,092 2,958

782 779

223 223 224 225
169 207 200 267 249 211
351 355

1,281 1,281 1,281 1,281

222 223

758 812 915 913

貸借対照表（負債・純資産）

■資本金　■資本剰余金　■利益剰余金　■資産見返負債　■その他

H22 H23 H24 H25 H26 H27
0

1,000

2,000

3,000

4,000

1,547 1,545 1,545 1,545 1,545 1,545

140 138 101 132 270 258243 265 279 285 285 300399 425 518 620 561 539476 471 478 498 429 315
2,808 2,847 2,924 3,083 3,092 2,958

（億円）

損益計算書（費用）

■人件費　■診療経費　■一般管理費　■その他

H22 H23 H24 H25 H26 H27
0

200

400

600

800

1,000
（億円）

453 458 446 449 465 477

132 142 145 152 163 170
32 29 30 31 39 31
225 230 237 255 261 285
843 861 860 889 929 964

損益計算書（収益）

■運営費交付金　■学生納付金　■附属病院収益　■その他　■雑益

H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

0

200

400

600

800

1,000

349 347 335 337 367 382

99 97 96 97 90 95
241 255 258 259 267 282

164 162 158 180 196
20822 28 29 30 29 27878 892 878 905 950 995

キャッシュ・フロー計算書

-200

-100

■業務活動　■投資活動　■財務活動

H22 H23 H24 H25 H26 H270

100

200

111 135 135 140
76 62

12資金増加額
-1 19 17

5 -30

-56 -95 -70 -82 -31 -55
-41

-41
-44 -39

-39 -36

（億円）

利益の処分に関する書類

■当期総利益　■積立金　■目的積立金

H22 H23 H24 H25 H26 H27
0

10

20

30

40
（億円）

33 28

17
8 6

2222 22
17

8 6

22

10
6

業務実施コスト計算書

■業務費用　■損益外減価償却等　■機会費用

H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

0

150

300

450

600

382

25
21

392

27
16

397

27 9

414

21 10

465

38 7

464

51 0
428 436 434 447

510 516

クラーク君

第二期中期目標期間を通じ、

本学が資産への投資を行い、

事業規模を拡大させてきた

ことが現れています。
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編集後記
27事業年度は6年間の第二期中期目標・中期計画期

間の最終年度であると共に、法人化から2期12年が経
過した「節目」の年でもありました。
この12年間は、人間に例えると小学校入学から高校

卒業までの期間に相当しますが、若者達が実社会の中
で真価を問われていく段階に入るのと同様に、本学も
その社会的価値を更に高めてゆく段階に入ったとも言
えます。
財務諸表上は、毎年のように当期総利益が計上され

利益が蓄積されているため、一見、財務状況は盤石の
ように見えるのですが、現実は決して楽ではありませ
ん。国からの財政支援だけでは教育・研究活動に充て
る費用は到底賄えず、大学独自の自己収入を如何に増
やしていくのかが喫緊の課題となっております。言い
換えれば、国からの「仕送り」だけではやっていけず、

「アルバイト」により収入を確保しなくてはならない状

況なのです。
本「財務レポート」は、大学関係者のみならず、一

般の皆様にも、教育、研究活動を行う本学がどの様な
財政的基盤に支えられているかを、わかりやすく説明
することを主眼に作成いたしました。このレポートに
より一人でも多くの方に、正確に本学の状況をご理解
頂き、本学の教育・研究活動に対するご支援を頂けれ
ば幸いです。
今年度は、例年2種類作成していたレポートを1種類

に統合し、より分かり易い誌面作りを目指しました。
今後も分かり易い情報提供を目指し、バージョンアッ
プを図って参りますので、是非、皆様のご意見・ご要
望をお聞かせ下さい。

� 財務管理室一同

発 行 北海道大学財務部主計課財務管理室
所 在 地 〒060-0808　札幌市北区北8西5
電 話 011-706-3991
メ ー ル zaikan＠finance.hokudai.ac.jp
発行年月 平成28年10月
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